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ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見
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今年10⽉の消費税増税に合わせて、キャッシュレス⼿段を使ったポイント還元が始まります。今回は、
利便性の向上を⽬的に登場した、複数のQRコードを⼀つにまとめるサービスについてご紹介します。

もっと便利に、QRコードの統⼀規格もっと便利に、QRコードの統⼀規格
~ Vol.8 ~

上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当社ファンドにおける保有、非保有、および将来の個別銘柄の組み入れまたは売却を示唆するものでもありません。

このほか、ネットスターズの「StarPay」は、読み取り端末側で個々のQRコードを⾃動識別する
サービスを提供しています。現在、Line Pay、d払い、PayPay、楽天Pay、auPAY、メルペイ、VIA、
Alipay、WeChat Payに対応しています。
今後、QRコード決済などキャッシュレス決済の利便性がさらに向上することになれば、⽇本の
キャッシュレス決済⽐率は⾼まっていくとみられます。

 QRコードの統⼀規格で利便性向上
QRコード事業者が乱⽴する中、利⽤者側もいろいろな店舗で利⽤できるようQRコードのアプリを
複数インストールしておく必要があり、店舗側でも取り扱うQRコードを複数⽤意しなければならず、
⾮常に⼿間がかかっているのが現状です。
そこで利⽤者と店舗の利便性向上を⽬的に登場したのが、複数のQRコード決済を⼀つにまとめる
サービスです。現在、デジタルガレージが提供する「クラウドペイ」とキャッシュレス推進協議会が
策定する規格「JPQR」の2つがあります。
基本的な仕組みは、QRコード事業者が加盟店情報など基本的なデータを共通化することで、どの決
済サービスかを⾃動認識して決済処理へと移⾏するものです。

【QRコード統⼀規格と準拠事業者】

出所：クラウドペイ、一般社団法人キャッシュレス推進協議会のWEBサイト情報などを基に日興アセットマネジメント作成
※2019年9月5日に確認した内容であり、今後変更される場合があります。

サービス開始 準拠事業者

クラウドペイ
2019年5月 ｄ払い、Alipay（2019年9月末から）、WeChat Pay（2019年10月末から）、

メルペイ（2020年3月頃）、Line Pay（2020年4月から）

JPQR
2019年8月 auPAY、Origami Pay、JコインPay、ｄ払い、PayPay、メルペイ、Line Pay、

楽天ペイ（アプリ決済）、りそなウォレット、銀行Pay（OKIPay、はまPay、ゆう
ちょPay、YOKA!Pay）

※写真、イラストはイメージです

※2019年9月5日にネットスターズWEBサイトで確認した内容です。


